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参考資料４ 

 

学名のカタカナ表示について 

 

１．施行令において、特定の種を掲載する際には、当該種にラテン語で付されている

学名をそのとおり（アルファベット表記のまま）記載している。また、学名になじ

みが薄い一般国民への配慮として、学名の直後に和名又は通称を括弧書きで記載し

ている。文献等で和名又は通称が確認されない場合は、その他の名称として、学名

をカタカナに変換したものを括弧書きで記載している。学名をカタカナに変換する

に当たっては、 

①ワシントン条約附属書の改正に係る告示を出すにあたり外務省が用いている内

部ルール（「日本動物図鑑」北隆館、昭和 31 年版の中で江崎悌三氏が記述して

いる「学名の読み方」を主に採用。）その他の文献を参照してまとめた基本ルー

ル 

②基本ルールを適用しがたいものは、例外的に、施行令上の過去の例 

に拠ることとしている。 

 

＜基本ルール＞ 

○単母音は以下のとおり。 

a  e  i  o  u  y 

 ア エ イ オ ウ ユ 

 

○母音が重なる（二重母音）場合は以下のように表記する。 

au  ae  oe  ei  eu  ui 

アウ アエ オエ エイ エウ ウイ 

 

○子音の変換について、b,d,f,k,l,m,n,p,r,s,t,z については概ねアルファベットのロ

ーマ字変換と同じ 

 

・後ろに来る母音と併せて表記する。例 bi＝ビ no＝ノなど。 

 

・c は k の変換と同様に表記する。ca（カ）ci（キ）cu（ク）ce（ケ）co（コ） 

 

・g＋（母音）はガ行に変換する。ga（ガ）gi（ギ）gu（グ）ge（ゲ）go（ゴ） 

 

・h＋（母音）はハ行に変換する。しかし、c,r,t の直後に付く場合は発音されない。

（例 choriotis nigriceps＝コリオティス・ニグリケプス）また、ph の場合は f

として扱う。（例 elephas maximus＝エレファス・マクスィムス）また、c,p,r,t

の直後に付く場合を除き、y 以外の異なる子音が続けて用いられている場合又は

末尾に置かれる場合は、発音されない（例 Casuarius casuarius johnsonii＝カ

スアリウス・カスアリウス・ヨンソニイ、Oryx dammah＝オリュクス・ダンマ）。 
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・j は y として変換する。（例 cephalophus jentinki＝ケファロフス・イェンティン

キ） 

 

・q は qu（ク）としてのみ表記される。 

 

・v は「ヴ」として変換する。va（ヴァ）vi（ヴィ）vu（ヴ）ve（ヴェ）vo（ヴォ） 

 

・w は次の通り変換する。wa（ワ）、wi（ウィ）、w（ウ）、we（ウェ）、wo（ウォ） 

 

・x は次の通り変換する。xa（クサ）、xi（クスィ）、x及び xu（クス）、xe（クセ）、

xo（クソ） 

 

・同じ子音が二つ重なっている場合には ll,rr,nn を除いて一つの子音のみを表記

する。（例 crossoptilon crossoptilon＝クロソプティロン・クロソプティロン） 

ll,rr については、先の子音に＋uを補って変換する。(例 libellula angerina＝

リベルルラ アンゲリナ)。nn については、先の nを「ン」として変換する。(例

Aloe suzannae＝アロエ・スザンナエ) 

 

・上記のルール以外に、異なる子音が続けて用いられている場合は、（子音＋yなど

一部の例外を除き、）先の子音に＋u を補って変換する。（例 balaenoptera 

physalus＝バラエノプテラ・フュサルス） 

 n の後に異なる子音が続けて用いられる場合は nを「ン」として変換する。 

 

その他、子音＋母音の不規則な読みについては以下のとおり。 

di（ディ）、si（スィ）、ti（ティ）、zi（ズィ）、du（ドゥ）、tu（トゥ）、zu（ズ）、dy（デ

ュ）、hy（ヒュ）、gy（ギュ）、sy（スュ）、ty（テュ）、vy（ヴュ）、zy（ズュ） 

 
 
２．これに従い、今回追加・変更する種の学名を変換すると以下のとおり。 
 
（１）Aloe rugosquamosa 

・A lo e 
 ア ロ エ 
・ru go s qu a mo sa 
 ル ゴ ス ク ア モ サ 
→アロエ・ルゴスクアモサ 
 

（２）Avonia quinaria  
・A vo  ni a 
 ア ヴォ ニ ア 
・qu i na ri a 
 ク イ ナ リ ア 
→アヴォニア・クイナリア 

 
（３）Aloidendron pillansii  
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・A lo i de n d  ro n 
 ア ロ イ デ ン ドゥ ロ ン 
・pi l la n si i 
 ピ ル ラ ン スィ イ 
→アロイデンドゥロン・ピルランスィイ 

 
（４）Aloestrela suzannae  

・A lo e s  t  re la 
 ア ロ エ ス トゥ レ ラ 
・su za n na e 
 ス ザ ン ナ エ 
→アロエストゥレラ・スザンナエ 


